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１ 會田悦陸氏が「川村造林記念山形県林業賞」受賞!! 

 先月、第 55回全国木材産業振興大会（北海道大会）

で林野庁長官賞を受賞したばかりのアイタ材木店社

長會田悦陸氏が 11 月 24 日（水）メトロポリタン山

形にて平山雅之副知事から山形県知事賞となる「川

村造林記念山形県林業賞」を授与されました。県林

業賞は第 23 代県知事川村貞四郎氏が県に寄贈され

た山林を基金として、本県の民有林林業の振興発展

に貢献した個人、又は団体を表彰するため、昭和 39

年に創設されています。本県の林業・木材産業及び

山村の振興において、積極的かつ計画的な活動等に

より、他の模範となる功績のあった個人又は団体を

表彰し、もって本県民有林林業の振興に寄与するこ

とを目的としています。會田氏は、長年木産協副理

事長や山形木材業組合副組合長、林災防県支部長、

県広葉樹利用拡大協議会会長等の要職に就かれ、県

産木材の利用拡大の推進に大いに貢献していただ

きました。今回の受賞は本人の栄誉だけでなく、県

木材産業業界の誇りでもあります。會田氏におかれ

ましては、今後とも木産協の後輩たちにも引き続き

ご指導ご支援をお願いするものであります。 

２ 第３回木産協三役会開催!!  

11月 26日（金）山形市内にて、第 3回の木産協三役会議がコロナ感染症の新規感染者数

の激減により、約 1 年ぶりに対面式（懇親会付き）で開催された。三役役員全員が揃って、

令和 3年度事業活動（前期）の報告と事業計画（後期）案について、専務から報告を受け質

疑応答となった。特に JAS事業による山形新聞全面広告や東京 MOCTIONについて詳細に説明

された。また、懸案のやまがた県産木材利用センター業務の受託や令和 4 年度事務体制案、

第 56 回全国木材産業振興大会（郡山市開催）東北支部担当と役割・負担金等について意見

交換された。今回は、會田悦陸氏の知事賞受賞記念祝賀会についても意見交換となり、まだ

コロナの不安が全く消えていないことから、12 月 3 日の役員会終了後の比較的少人数で感

染対策を徹底し開催することとした。令和 4 年度の事務体制等については、役員会承認後、

次号木産協たより新年号で報告したい。 
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３ 令和 3 年度林野庁補正予算の概要!!   

 12月 6日（月）第 207回国会（臨時国会）が 12日間会期でコロナ経済対策の補正予算案

審議が始まります。林野庁ＨＰ等に補正予算の概要が発表されていますので木材産業関連を

抜粋し報告します。 

 木材産業国際競争力・製品供給力強化緊急対策〈一部公共〉で４９５億円（林野庁全体で

1,242億円）で、合板・製材・構造用集成材等の国際競争力を強化するため、加工施設の大

規模化・高効率化や輸出向け等の高付加価値化品目への転換、路網整備や高性能林業機械の

導入、搬出間伐、再造林、エリートツリー等の苗木の生産施設整備、木材製品等の輸出促進、

非住宅分野の木造化等の推進による木材製品の消費拡大等を支援するとともに、今般の木材

不足・価格高騰（いわゆるウッドショック）への対応として製品の供給力増大のための乾燥

施設の能力向上等や、国産の製品等への転換促進等を支援するもの。    具体的には、 

１．木材産業の輸出促進・体質強化対策と原木の低コスト安定供給対策に４４２億円、 

２．木材製品等の輸出支援対策等に 5億円、 

３．木材製品の消費拡大対策等に４８億円 

 また、例年令和 4 年度林野庁予算概算も 12 月末に決定しますので、新規予算を中心に新

年号で紹介できると思います。 

４ モクレポ「林産物に関するマンスリーレポート」発行!! 

 林野庁長官天羽隆氏の肝入りで 10 月から創刊されたモ

クレポ「林産物に関するマンスリーレポート」は木材産業

に関するデータを満載し、月別の最新情報が手に入る。林

野庁ホームページに掲載されているのでぜひご覧いただ

きたい。これまで木材情報は全木連経由の情報や林業白書

等の一年前のデータばかりであったが、モクレポは 2か月

前の最新情報（木材需給量や住宅着工数、木材価格等）が

無料で手に入る。分かり易く図表でまとめられているた

め、木産協各種研修会等でも利用させていただいている。

最近ものでは、ウッドショックの原因や今後の見込み等も

読み込める内容となっています。また、全国の木造優良施

設（全国木材利用推進会議での受賞施設等）やクリーンウ

ッド情報、脱炭素社会への取組みなどモクレポで数的情報

を得て、林野庁情報誌「林野」で画像的情報を得るという

利用の仕方ができます。 

５ 東京 MOCTION に県産広葉樹等出展!!   
 11 月 4-17 日東京新宿パークタワー（都庁

隣接高層ビル内）５F オゾンの東京都で管理

しているＭＯＣＴＩＯＮ（館長：隈研吾氏）

地域発信ブースに県産ＪＡＳ広葉樹等を出展

ＰＲしてきた。ブナ・ナラ・クリ・ホオ・オニ

グルミ・ヤマザクラ等の無垢厚板（フローリ

ング用等）や木工品、テレワーク用広葉樹材

パーティーション、ＭＯＫＵＫＡ、県日用品

事業採択品等を展示した。「多くの広葉樹材を

初めて見た」等の多くの感想が寄せられた。 
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６ 県産 JAS・広葉樹展示会開催‼  

  12月 17日㈱山形城南木材市場納め市にて併催行事「山形県 

 産 JAS・広葉樹展示会」を開催します。これは林野庁 JAS構造 

材利用拡大事業等で作成した普及用資材など、コロナ感染症の 

影響であまりお披露目できなかったものを一堂に集め展示しま 

す。展示予定作品は、県産材木塀 3種、簡易物置、イベントボ 

ックスなど。同時に県の広葉樹等利用拡大プロジェクト事業で 

整備したストックヤードや展示施設もオープンします。プレゼ 

ントも用意していますので、会場にぜひおいでください。 

７ 1２月以降の行事予定!! 

日 程 行  事  名 予定出席者 

12. 3 第３回木産協理事会・知事賞受賞祝賀会  （メトロ） 理事長等 

12.  8 森林づくり推進大会（林材業年次大会） （パレス） 理事長 

12.8-10 「木の国やまがた」村山・置賜地区撮影 （県南地区） 専務 

12. 16 県ＪＡＳ製材連絡協議会陳情活動     （県庁） 阿部副・専務 

12. 17 山形城南木材市場納市併催県広葉樹等展示会 （市場） 安部副・専務 

12. 21 県政治連盟政治活動研修会       （村総） 事務主任 

12. 28 御用納め （ 1.4 御用初め ）  

1. 26 新春林政講演会            （パレス）  理事長・専務 

2.1-2 ＷＯＯＤコレクション 2022（モクコレ） （東京） 相田副・専務 

８ 日本百名山シリーズ紹介（丹沢：タンザワ） 

早朝の新宿駅発小田急線の急行に乗り、渋沢駅に着く。駅から登山口ビジターセンターま

で、バスで 15 分。首都圏近郊で高尾山、筑波山に次ぐ人気の山と言えば、丹沢である。古

くからの大山詣でや塔ケ岳までの初心者コースから、

丹沢山や蛭が岳までの奥道コースや今回の縦走コー

スなど健脚者コースまで、沢登りも含めた様々なコー

スが設定されている。登りに利用するのにはつまらな

いとされている大倉尾根（通称バカ尾根）がスタート

地点となる。しかしながら、比較的緩い尾根歩きは夜

行バス疲れにはちょうど良い。そろそろ休憩したくな

るビューポイントにはベンチがあり、疲れたと思うと

ころに山小屋が現れる。都会近郊の山だけに夏期はかき氷まで町場と同じ暖簾付きで販売さ

れている。出発から約 3 時間。1,491ｍの塔ケ岳までくれば、遠くに富士山、相模湾、条件

が揃えば、伊豆諸島まで見渡せることになり、通常はここで日帰り登山となる。ここからは

登山客も減り、静かな山行となる。丹沢の主峰丹沢山

1,567ｍまでアップダウンで 90 分。その後が丹沢最高峰

で見上げる姿がかっこいい蛭ケ岳 1,673ｍまで 2時間の稜

線歩きが続く。ここからの富士山はさらに大きく奥丹沢ま

で来たぞと感じる満足感が味わえる。標高差も 1,500ｍを

超え、歩く距離も約 20㎞と日帰りではさすがにきついと

感じた縦走コースでしたが、無事奥相模湖側の東野登山口

に夕方たどり着き、バスで橋本まで移動し新宿に戻った。 
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９ 両立支援等助成金 （厚生労働省からのお知らせ） 
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10 ＷＯＯＤコレクションのご案内（東京都・林野庁・全木連等） 
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11 住宅着工状況（10 月期） 

令和 3年 10月期の県内新設住宅着工戸数は 489戸となり、対前月比 101.5％、対前年同月比 110.9％、対前年累計比は 102.7％となった。 

市町村別で山形市・天童市・新庄市・長井市・鶴岡市が伸びている。全国的には 8か月連続の増で、着工数 7万 8 千戸は約 2 年ぶり。 
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